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平
成
三
十
年
度
学
位
請
求
論
文
（
課
程
博
士
）
論
文
要
旨 
論
題
名
「『
宝
物
集
』
研
究
」 
大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻 
北
林 
茉
莉
代  
学
位
請
求
論
文
で
は
、「『
宝
物
集
』
研
究
」
と
題
し
、〈
生
成
〉〈
展
開
〉〈
受
容
〉
の
観
点
か
ら
、
諸
本
の
生
成
過
程
、
第
二
種
七
巻
本
系
統
に
お
け
る
展
開
、
近
世
唱
導
資
料
に
み
る
後
世
受
容
を
考
察
し
た
。
本
論
文
は
、
序
章
・
結
章
お
よ
び
三
章
八
節
、
資
料
編
か
ら
な
る
。
以
下
、
構
成
順
に
要
旨
を
報
告
す
る
。 
 
序
章
で
は
、
作
品
の
梗
概
や
、
作
者
説
・
諸
本
分
類
・
諸
本
系
統
論
に
つ
い
て
、
研
究
史
を
踏
ま
え
て
整
理
し
た
。『
宝
物
集
』は
平
安
末
期
～
鎌
倉
初
期
に
平
康
頼
が
著
し
た
と
さ
れ
る
仏
教
説
話
集
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
本
は
七
十
種
を
超
え
る
。
小
泉
弘
氏
は
、
こ
れ
ら
の
諸
本
を
七
系
統
に
分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
巻
本
、
二
巻
本
、
平
仮
名
古
活
字
三
巻
本
、
平
仮
名
整
版
三
巻
本
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
、
第
一
種
七
巻
本
（
以
下
、「
元
禄
本
」）、
第
二
種
七
巻
本
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
諸
本
比
較
を
行
っ
た
。
従
来
は
二
系
統
や
三
系
統
で
論
じ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
研
究
は
ほ
と
ん
ど
の
節
で
七
系
統
を
横
断
的
に
概
観
す
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
作
者
説
や
系
統
論
に
つ
い
て
は
、
未
だ
定
説
を
見
て
い
な
い
。
小
泉
氏
は
、
一
巻
本
は
康
頼
の
手
に
な
る
第
一
稿
本
、
第
二
種
七
巻
本
は
康
頼
に
よ
る
改
稿
本
で
、
三
巻
本
は
第
二
種
七
巻
本
の
抄
本
で
あ
る
と
す
る
。
ほ
か
に
、
一
・
三
・
七
の
順
に
増
広
さ
れ
た
「
増
補
説
」
や
、
七
巻
本
か
ら
三
巻
本
へ
抄
出
さ
れ
た
「
抜
書
説
」、
幻
の
祖
本
か
ら
一
巻
本
は
抄
出
さ
れ
七
巻
本
は
増
広
さ
れ
た
と
す
る
説
、開
版
の
際
に
改
変
さ
れ
た
説
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。本
研
究
で
は
、
現
存
諸
本
の
本
文
を
手
掛
か
り
に
、
増
補
説
・
抜
書
説
ど
ち
ら
に
妥
当
性
が
あ
る
か
、
両
説
を
検
証
し
た
。
な
お
、
作
者
の
特
定
は
目
的
と
せ
ず
、
あ
く
ま
で
本
文
の
性
格
を
把
握
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
く
。 
第
一
章
で
は
、
諸
本
比
較
を
行
い
、
諸
伝
本
、
と
く
に
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
と
第
二
種
七
巻
本
の
性
質
を
把
握
し
つ
つ
、
成
立
過
程
を
検
討
し
た
。 
第
一
節
で
は
、「
釈
迦
像
の
由
来
」
の
段
に
お
け
る
意
味
不
通
箇
所
を
取
り
あ
げ
た
。
七
系
統
十
種
の
諸
本
に
お
け
る
固
有
名
詞
の
誤
り
か
ら
、
作
者
も
し
く
は
改
編
者
（
以
下
、「
作
者
」）
は
『
晋
書
』
な
ど
の
歴
史
書
を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
、「
白
純
王
ト
申
王
ノ
名
ノ
名
香
ナ
リ
」
と
「
白
純
王
の
名
も
不
審
な
き
に
あ
ら
ず
」
の
異
同
に
は
、「
名
」
と
「
審
」
の
草
体
誤
写
や
、
第
二
種
七
巻
本
の
敬
語
表
現
、
評
語
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
、
脱
文
を
多
く
有
す
る
九
冊
本
は
良
質
な
本
文
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
第
二
節
で
は
、「
十
二
門
開
示
」
の
前
半
部
に
見
ら
れ
る
、
字
句
や
細
い
章
句
の
誤
り
に
注
目
し
た
。 
 
こ
こ
で
は
、「
東
大
寺
禅
林
寺
（
禅
林
）」、「
何
ゾ
互
（
遅
）
ニ
ホ
コ
リ
テ
」、「
ハ
ア
ホ
ノ
ツ
ニ
シ
テ
（
あ
は
ゝ
の
辻
に
て
）」、
鹿
野
苑
の
「
師
子
（
鹿
）」、「
恒
伽
河
ノ
水
ヲ
呑
（
浴
）
ミ
」、「
則
天
皇
ノ
后
（
則
天
皇
后
）
ハ
、
玄
（
高
）
宗
ノ
后
」
の
六
例
を
取
り
あ
げ
た
。
誤
謬
が
生
じ
た
理
由
は
、
①
事
実
誤
認
、
②
漢
字
の
草
体
酷
似
に
よ
る
誤
読
、
③
平
仮
名
の
草
体
酷
似
に
よ
る
誤
読
の
三
種
類
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
〈
誤
り
を
犯
す
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
〉
の
性
質
と
、
親
本
が
平
仮
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。 
第
三
節
で
は
、「
十
二
門
開
示
」
の
後
半
部
に
見
ら
れ
る
例
証
話
の
入
れ
替
え
基
準
や
、
大
幅
な
増
補
の
実
態
、
経
典
引
用
態
度
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、
話
型
を
同
じ
く
す
る
三
つ
の
説
話
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
「
布
施
」
の
無
勝
童
子
・
徳
勝
童
子
説
話
、
同
「
善
知
識
」
の
妙
荘
厳
王
説
話
、
第
二
種
七
巻
本
「
布
施
」
の
檀
弥
離
長
者
説
話
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
文
脈
や
「
十
二
門
開
示
」
の
意
図
に
沿
う
よ
う
例
話
が
精
選
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、「
観
念
」
の
段
の
全
文
比
較
な
ら
び
に
依
拠
文
献
整
理
の
結
果
、
第
二
種
七
巻
本
で
は
、
本
文
の
分
量
は
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
の
お
よ
そ
五
・
九
倍
、
依
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拠
文
献
は
『
涅
槃
経
』
一
書
に
対
し
て
大
乗
経
典
な
ど
二
十
三
種
の
書
名
が
挙
が
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
偈
や
文
章
が
一
部
変
更
も
し
く
は
削
除
さ
れ
た
例
か
ら
、
第
二
種
七
巻
本
に
お
い
て
経
典
を
重
視
す
る
姿
勢
や
、
重
複
箇
所
を
削
除
す
る
意
図
な
ど
を
了
解
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
増
補
説
で
な
け
れ
ば
説
明
が
つ
か
ず
、〈
増
補
・
修
正
す
る
第
二
種
七
巻
本
〉
の
性
質
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
第
二
章
で
は
、
未
開
拓
資
料
で
あ
る
妙
国
寺
本
（
巻
三
零
本
）
を
諸
本
系
統
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
す
で
に
和
歌
の
総
数
か
ら
第
二
種
七
巻
本
系
統
と
さ
れ
る
が
、
独
自
本
文
や
歌
順
の
乱
れ
な
ど
未
解
決
の
問
題
が
残
る
。
こ
の
妙
国
寺
本
検
証
過
程
で
、
一
巻
本
の
重
要
性
と
特
性
を
も
把
握
し
た
。 
第
一
節
で
は
、
妙
国
寺
本
の
書
誌
情
報
と
、
山
田
昭
全
氏
・
大
場
朗
氏
・
森
晴
彦
氏
に
よ
る
先
行
研
究
を
紹
介
し
た
の
ち
、
妙
国
寺
本
の
独
自
本
文
を
考
察
し
た
。
七
系
統
す
べ
て
に
共
通
す
る
義
孝
往
生
譚
を
通
観
す
る
と
、
一
巻
本
・
妙
国
寺
本
の
み
が
逍
遙
の
場
面
を
有
し
て
い
る
。
義
孝
説
話
を
載
せ
る
『
大
鏡
』
『
今
昔
物
語
集
』
の
記
述
と
は
一
致
せ
ず
、
一
巻
本
と
の
明
確
な
書
承
関
係
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
義
孝
が
唱
え
る
文
句
が
一
巻
本
で
「
滅
罪
生
善
往
生
極
楽
」、
妙
国
寺
本
ほ
か
第
二
種
七
巻
本
系
統
で
は
「
命
終
決
定
往
生
極
楽
」
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
①
省
略
し
た
場
面
に
合
わ
せ
る
た
め
、
②
『
二
十
五
三
昧
講
式
』
に
従
っ
た
た
め
、
③
「
十
二
門
開
示
」
の
上
位
概
念
と
対
応
さ
せ
た
た
め
と
い
う
可
能
性
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
二
五
七
番
歌
「
ウ
タ
ヽ
ネ
ノ
」
を
二
回
引
く
の
は
和
歌
の
配
置
を
試
行
し
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
妙
国
寺
本
作
者
の
手
元
に
は
一
巻
本
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
行
っ
た
加
筆
修
正
お
よ
び
記
事
の
復
元
の
跡
は
〈
妙
国
寺
本
草
稿
本
説
〉
の
証
左
と
な
る
こ
と
を
報
告
し
た
。 
第
二
節
で
は
、
第
一
項
で
五
首
一
群
の
和
歌
や
例
証
話
を
導
く
導
入
部
（
以
下
、「
見
出
し
語
」）
の
検
討
を
行
い
、
第
二
項
で
「
愛
別
離
苦
」
の
構
成
を
整
理
し
た
。
第
一
項
で
は
、
見
出
し
語
「
冒
頭
」
は
①
一
巻
本
の
見
出
し
語
が
細
か
く
分
解
さ
れ
る
形
で
後
出
本
の
別
項
目
へ
移
動
す
る
こ
と
、
②
一
巻
本
見
出
し
語
末
尾
の
「
愛
ノ
ワ
カ
レ
」
は
独
立
の
項
目
で
は
な
く
定
義
説
明
で
あ
る
こ
と
、
③
地
名
や
引
き
歌
表
現
か
ら
一
巻
本
「
鈴
鹿
山
」、
三
巻
本
「
小
夜
ノ
中
山
」、
七
巻
本
「
白
河
の
関
」
と
な
り
、
最
終
的
に
は
「
東
下
り
」
を
描
く
こ
と
な
ど
の
新
解
釈
を
提
示
し
た
。
見
出
し
語
「
名
越
の
祓
」
で
は
、
①
妙
国
寺
本
独
自
本
文
「
ア
サ
ノ
ヲ
ヱ
タ
ニ
ユ
フ
カ
ケ
テ
」
は
「
け
ふ
く
れ
ば
あ
さ
の
た
ち
え
に
ゆ
ふ
か
け
て
な
つ
み
な
づ
き
の
み
そ
ぎ
を
ぞ
す
る
」
の
引
き
歌
表
現
で
あ
る
こ
と
、
②
「
イ
ル
ヒ
」
で
あ
る
べ
き
一
八
二
番
歌
の
結
句
を
「
イ
ヅ
ル
ヒ
」
と
誤
る
妙
国
寺
本
の
親
本
は
、
和
歌
を
平
仮
名
表
記
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
③
見
出
し
語
と
和
歌
の
対
応
関
係
は
諸
本
共
通
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。見
出
し
語「
帰
雁
」
で
は
、
①
妙
国
寺
本
は
見
出
し
語
を
欠
く
点
、
②
第
二
種
七
巻
本
系
統
諸
本
と
歌
数
は
共
通
す
る
が
歌
順
が
異
な
る
点
に
、
草
稿
の
痕
跡
を
見
た
。
第
二
項
で
は
、「
愛
別
離
苦
」
の
構
成
を
考
え
る
た
め
、「
ヒ
ル
ノ
ワ
カ
レ
」「
流
罪
」「
入
涅
槃
」
の
解
釈
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
昼
」
と
解
さ
れ
て
い
た
一
巻
本
の
「
ヒ
ル
ノ
ワ
カ
レ
」
は
和
歌
・
漢
詩
の
内
容
か
ら
「
鄙
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。「
流
罪
」
で
は
、
①
一
巻
本
に
存
在
し
た
「
流
罪
」
の
項
は
後
出
本
で
は
削
除
さ
れ
た
こ
と
、
②
康
頼
の
二
二
三
番
歌
は
前
項
と
次
項
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
配
列
基
準
を
無
視
し
た
形
で
配
さ
れ
る
こ
と
、
③
そ
れ
は
和
歌
に
よ
っ
て
赦
免
さ
れ
た
康
頼
と
雁
書
に
よ
っ
て
虜
囚
の
身
を
解
か
れ
た
蘇
武
譚
は
親
和
性
が
高
い
た
め
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
さ
ら
に
、「
入
涅
槃
」
の
記
述
か
ら
も
、
①
一
・
三
・
七
の
増
補
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
②
妙
国
寺
本
は
第
二
種
七
巻
本
系
統
諸
本
に
お
い
て
唯
一
、
二
八
四
番
歌
を
欠
く
四
首
一
群
で
あ
り
、
歌
数
か
ら
草
稿
本
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
第
三
節
で
は
、「
帰
雁
」「
親
に
お
く
る
」「
子
に
お
く
れ
て
」
各
項
目
の
五
首
の
歌
順
を
、
七
系
統
十
四
種
の
諸
本
を
と
お
し
て
比
較
し
た
。
こ
の
歌
順
表
か
ら
、
妙
国
寺
本
は
、
五
首
の
冒
頭
に
勅
撰
集
を
置
く
〈
和
歌
配
列
基
準
が
確
定
す
る
前
段
階
の
本
〉
と
推
断
で
き
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
整
理
す
る
と
諸
本
の
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成
立
順
に
「
一
巻
本
→
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
→
妙
国
寺
本
→
第
二
種
七
巻
本
」
と
な
る
。 
第
三
章
で
は
、
後
世
受
容
の
一
例
と
し
て
『
類
雑
集
』
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
が
依
拠
し
た
『
宝
物
集
』
の
伝
本
を
特
定
し
た
。
ま
た
、『
類
雑
集
』
の
書
肆
・
出
典
・
表
現
を
手
掛
か
り
に
成
立
圏
を
探
り
、
同
時
に
そ
れ
が
『
宝
物
集
』
の
流
通
圏
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。 
第
一
節
で
は
、
先
学
が
指
摘
す
る
『
宝
物
集
』
を
受
容
し
た
日
蓮
遺
文
な
ど
の
後
代
文
学
を
紹
介
し
た
う
え
で
、『
類
雑
集
』
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
和
歌
の
出
典
考
証
を
行
っ
た
。『
類
雑
集
』
研
究
は
極
め
て
少
な
い
が
、
基
盤
と
な
る
の
が
牧
野
和
夫
氏
の
日
蓮
宗
を
制
作
圏
と
す
る
論
で
あ
る
。『
類
雑
集
』
の
和
歌
三
十
四
首
の
出
典
を
調
査
す
る
と
、
七
首
が
『
宝
物
集
』
と
明
記
さ
れ
る
和
歌
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
一
首
に
『
宝
物
集
』
の
影
響
が
看
取
さ
れ
た
。『
類
雑
集
』
が
拠
っ
た
伝
本
は
、
集
付
け
の
一
致
度
か
ら
久
遠
寺
本
に
連
な
る
一
本
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
久
遠
寺
本
は
、
日
意
が
和
歌
を
省
略
し
た
抜
書
本
で
あ
る
た
め
、
抜
書
以
前
の
親
本
か
、
同
じ
親
本
か
ら
派
生
し
た
兄
弟
関
係
に
あ
る
伝
本
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
書
名
と
腰
の
句
「
ウ
レ
タ
キ
ハ
／
サ
ビ
シ
キ
ニ
」
の
併
記
は
、『
法
華
初
心
成
仏
抄
』
の
う
ち
行
学
院
日
朝
の
「
朝
師
本
」
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
蓮
宗
総
本
山
久
遠
寺
に
あ
る
で
あ
ろ
う
書
籍
を
閲
覧
で
き
た
人
物
が
、『
類
雑
集
』
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 
第
二
節
で
は
、『
類
雑
集
』
の
成
立
圏
を
確
定
す
る
た
め
、
書
肆
の
研
究
を
確
認
し
た
後
、
敬
語
表
現
・
注
記
表
現
を
分
析
し
た
。
ま
ず
、『
類
雑
集
』
慶
安
四
年
版
の
版
元
で
あ
る
「
石
黒
庄
太
夫
」
は
日
蓮
宗
寺
院
の
一
つ
本
能
寺
の
敷
地
内
で
発
生
し
た
こ
と
、
明
暦
三
年
版
の
版
元
で
あ
る
「
秋
田
屋
平
左
衛
門
」
は
石
黒
の
近
隣
に
位
置
す
る
こ
と
、「
秋
田
屋
平
左
衛
門
」
は
『
類
雑
集
』
以
外
に
も
石
黒
の
後
印
本
を
刊
行
し
て
お
り
二
者
の
交
流
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。
つ
ぎ
に
、
約
五
〇
〇
例
の
敬
語
表
現
を
抽
出
し
、
そ
の
う
ち
一
五
〇
例
が
独
自
の
敬
語
表
現
で
あ
る
こ
と
、
割
合
で
は
五
十
五
％
の
「
釈
尊
」
に
十
四
％
の
「
僧
」
が
続
く
が
、
こ
の
「
僧
」
二
十
一
例
中
十
三
例
が
日
蓮
お
よ
び
日
蓮
宗
関
係
者
へ
の
敬
意
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
注
記
表
現
で
は
、
日
蓮
著
作
お
よ
び
日
蓮
宗
関
係
者
の
著
作
が
多
く
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
、
順
徳
天
皇
の
歌
学
書
『
八
雲
御
抄
』
に
「
コ
」
と
振
る
の
は
日
蓮
宗
の
慣
習
的
な
読
み
の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
類
雑
集
』
の
成
立
圏
は
『
宝
物
集
』
の
流
通
圏
と
一
致
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。 
結
章
で
は
、
全
章
を
総
括
し
た
う
え
で
、
今
後
妙
国
寺
本
研
究
に
お
い
て
は
「
愛
別
離
苦
」
以
外
の
段
の
分
析
や
、
久
遠
寺
本
や
本
能
寺
本
な
ど
諸
本
と
の
関
係
性
の
把
握
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 
資
料
編
で
は
、
関
係
把
握
の
一
助
と
す
る
た
め
、
妙
国
寺
本
と
久
遠
寺
本
の
全
文
対
校
を
行
っ
た
。 
以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
展
望
を
述
べ
る
。
妙
国
寺
本
は
三
巻
本
と
七
巻
本
の
中
間
に
位
置
す
る
〈
第
二
種
七
巻
本
系
統
に
お
け
る
草
稿
本
〉
と
結
論
づ
け
た
。
今
後
は
、
妙
国
寺
本
と
書
承
関
係
が
認
め
ら
れ
た
一
巻
本
の
さ
ら
な
る
分
析
を
行
い
、
と
く
に
「
引
き
歌
表
現
」
に
着
目
し
な
が
ら
『
宝
物
集
』
の
和
歌
世
界
に
迫
り
た
い
。
同
時
に
、『
宝
物
集
』
の
和
歌
配
列
基
準
に
お
け
る
『
続
詞
花
和
歌
集
』
の
位
置
づ
け
や
六
条
家
の
重
要
性
を
検
討
し
、
妙
国
寺
本
以
前
と
以
後
の
配
列
基
準
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 
今
回
は
『
類
雑
集
』
の
敬
語
表
現
・
注
記
表
現
を
扱
っ
た
が
、
さ
ら
に
引
用
態
度
の
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
現
在
作
成
中
の
「
引
用
文
献
目
録
」
を
完
成
さ
せ
、
引
用
書
の
分
類
お
よ
び
解
析
を
進
め
る
。 
今
後
は
『
宝
物
集
』
の
後
世
受
容
の
例
と
し
て
、
俳
諧
に
お
け
る
『
宝
物
集
』
受
容
を
扱
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
唱
導
資
料
や
俳
諧
な
ど
作
品
の
枠
を
越
え
て
『
宝
物
集
』
の
影
響
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
後
世
、
と
く
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
宝
物
集
』
の
普
及
と
受
容
の
実
態
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 
 
如
上
の
成
果
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
仏
教
文
学
研
究
、
国
語
学
研
究
、
和
歌
文
学
研
究
、
書
誌
学
研
究
、
唱
導
文
芸
研
究
、
日
蓮
宗
研
究
、
地
域
研
究
な
ど
様
々
な
分
野
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 
